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北海道 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 処 理 事 業 だ よ り  （Ｎｏ . ７0）

　９月21日から30日の秋の全国交通安全運動期間に合わせて、搬入道路両側に
交通安全旗を掲揚しました。
　また、９月26日（金）の出勤時間帯にＪＥＳＣＯ及び運転会社幹部が、ＰＣ
Ｂ処理情報センター前と守衛門前で立哨を行い、シートベルト着用や制限速度・
一時停止遵守の確認と、飲酒運転の根絶などの交通安全チラシを配布し、交通安
全意識の高揚を図りました。

◎　秋の交通安全運動　交通安全旗掲揚・朝の立哨　

◎　室蘭市交通安全　人と旗の波運動参加　
　10月15日（水）に行われた「室蘭市交通安全　人と旗の波運動」にＪＥＳＣＯ、
運転会社の職員48名が参加し、沿道から車両パレードへ声援を送りました。また、
11月10日（月）には室蘭警察署から講師をお招きし交通安全に関する講話をい
ただき、ＪＥＳＣＯ、運転会社の職員58名が受講しました。今後も交通安全啓
発のための活動を継続してまいります。

　普段は平日のみ行っている処理情報センターや処理施設を多くの皆様に見学し
ていただくため、10月19日（日）に「日曜見学デイ」を開催しました。例年好
評の「スタンプラリー」、「手作りダンボール迷路」に加え、「棒引き」と「飴の
つかみ取り」を開催しました。当日は約80名と多くの方々に施設をご覧いただき、
ＰＣＢ処理の工程や作業の安全性についてご理解をいただきました。

◎日曜見学デイ　

年度 変圧器類
（台数）

コンデンサー類
（台数）

ＰＣＢ油類
（ドラム缶本数）

安定器及び汚染物等
（kg）

試運転（H20.1～３） １９ ２２４ ４７ 試運転（H25.6～8)
８, ３１９, ７５５H20～R ３年度 ４, ０６９ ６５, ９６５ １, １４３

R ４年度 ３２ ２，８１８ ４３ １，３４３，２４２
R ５年度 ９ ７８４ １ ８２０，９６４
R ６年度 １ １２６ ０ ４５０，８５０
R ７年度（４～12月） １２ ５５８ ３ １５４，４８５
操業からの累計 ４，１４２ ７０，４７５ １，２３７ １１，０８９，２９６

平成20年５月の当初施設操業開始以来の累計処理台数は、変圧器類：４, １４２台、コンデンサー類：
７０, ４７５台となっており、平成25年９月の増設施設操業以来の安定器及び汚染物等の累計処理重量は、約
１１, ０８９ｔとなっております。（いずれも試運転時の処理量を含む）

◎　ＰＣＢ廃棄物の処理状況について　

明けましておめでとうございます。
平成20年５月から操業を開始した北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業も処理期限まであと 3 箇月と

なりましたが、最後まで気を緩めること無く今年も安全最優先で事業所一丸となって取り組ん
でまいります。

また、引き続き国や地方行政機関と密接に連携し、住民の皆様にも積極的に
情報を公開してまいります。

今年もどうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　令和８年１月　北海道ＰＣＢ処理事業所長　渡辺　謙二

◎　新年のご挨拶　
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　北海道ＰＣＢ廃棄物処理施設では、ＰＣＢ処理に関する情報を積極的に公開するために、ＰＣＢ処理情報センター
を設置するとともに、処理施設に見学者ルートを設けています。
　来場時は手指消毒のご協力をお願いします。見学を希望される場合は［電話］ 0143-23-7015 へ

◎　見学の状況　

年　　　度 見 学 者 数
地　　域　　別　　内　　訳

室 蘭 地 域 道　　内 道　　外
　平成19～令和３年度 １６，３７０人 ６，２５１人 ５，１７６人 ４，９４３人
　令和４年度 ８６８人 ６４４人 ７４人 １５０人
　令和５年度 １，０５７人 ５５６人 ２２０人 ２８１人
　令和６年度 ７８３人 ４８２人 ４０人 ２６１人
　令和７年度（４～12月） ７３０人 ４００人 １０８人 ２２２人

合 　　 計 １９，８０８人 ８，３３３人 ５，６１８人 ５，８５７人

Ｈ19．10．19 ～Ｒ７．12月末　現在

　ＪＥＳＣＯでは、事業活動に係る環境配慮等の状況をとりまとめた「環境報告書」を公表しており
ます。詳しくは、ＪＥＳＣＯホームページをご覧ください。
https://www.jesconet.co.jp/company/environment/envirorep.html#anchor01

◎　お知らせ　

　10月27日（月）にＰＣＢ処理情報センターで自衛消防訓練を行いました。訓練では、
①模擬見学者等の避難誘導、②関係機関への通報、③初期消火、④水消火器による消
火訓練などを行いました。

◎　ＰＣＢ処理情報センター自衛消防訓練　

◦実施済：コンデンサ解体設備の素子裁断装置、破砕機（大・小）の先行解体工事
　　　　　令和７年２～４月に約31トンを解体完了
◦計画中：コンデンサ解体設備の解体工事（その２）令和８年５～ 12月に約100トンを解体予定
　令和７年11月に当事業所の解体撤去工事に関する情報をホームページに掲載しました。
　なお、解体撤去の実施状況を含めた施設見学は、これまで同様、見学者ルートよりご覧いただけます。

◎　ＰＣＢ処理施設解体撤去情報　

　11月30日（日）、生涯学習センターきらんにおいて、環境意識を高めてもらうイベ
ント「むろらんゼロカーボンフェスタ2025」（室蘭市主催）に出展しました。
　ＪＥＳＣＯブースでは、作業用グローブの疑似体験ゲームやビデオ上映などを通じて、
安全確実にＰＣＢ廃棄物処理を進めていることをご理解いただきました。
　また、お楽しみコーナーとして棒引きを開催、多くのお子さんに楽しんでいただきま
した。

◎　「むろらんゼロカーボンフェスタ」出展　

　北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業部会（ＪＥＳＣＯ主催、主査：松藤敏彦　
北海道大学 名誉教授）を11月４日（火）に開催しました。
　部会の概要は以下のとおりです。
　　議題１　北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の操業状況について
　　議題２　令和 7 年度処理の見通しについて
　　議題３　解体撤去の実施状況について
　　　　　　◦ＰＣＢ廃棄物処理施設の解体撤去計画の大要
　　　　　　◦解体撤去工事におけるモニタリングに関する基本的対応
　　　　　　◦解体撤去の実施予定について
　　議題４　その他
　今後も各委員から、ご指導を頂きながら、安全・確実に事業を進めてまいります。

◎　北海道ＰＣＢ処理事業部会を開催　


